
地

球

第
十
四
番

解
玉
髄

塁

0

1
0

福
島
聯
秋
元
湖
中
の
諸
湖
盆
に
於
け
る
水
温
及

溶
解
性
酸
素
含
量
漁
報

吉

村

信

吾

乙
の
文
は
本
年
夏
雅
焼
山
四
近
の
譜
湖
研
究
中
秋
元
湖
で
稗
た
発
婁
な
革
質
の
速
報
で
あ
っ
て
'
未
だ
充
分
の
研

究
を
し
て
ゐ
な

い
が
'
な
る
べ
-
迅
速
に
聴
衷
す
る
必
婆
が
あ
る
と
息
以
本
誌
の
飴
白
を
倍
-
る
次
第
で
あ
る
｡
帝

多
-
の
他
の
化
撃
成
分
其
他
は
日
下
分
析
'
槍
鋸
中
で
rJ
れ
ら
は
凍
寒
『
地
班
撃
評
論
』
は
凝
表
す
る
積
-
で
あ
る
｡

本
湖
研
究
に
替

っ
て
は
田
中
子
爵
は
性
反
間
を
貸
輿
n
れ
ね
こ
と
は
封
し
厚
-
戚
謝
の
意
を
表
す
る
｡

1
制
帽
が
磯
部
夜
形
態
を
有
し
そ
の
中
に
数
多
の
削
湖
盆
を
有
す
る
時
相
互
の
湖
沼
撃
的
譜
性
質
を
此
校
す
る
乙

と
は
興
味
あ
る
と
北
ハに
黍
婁
な
研
究
で
あ
る
乙
と
は
詳
説
す
る
ま
で
も
怒

5,.
即
ち
同
じ
束
供
状
能
琵

於
け
る
各
湖

盆
の
此
奴
は
よ

み
理化
隼
及
獲
物
撃
的
諸
性
質
と
湖
盆
形
態
と
の
閥
係
を
窮
め
'
多
-
の
未
知
の
常
数
等
を
決
定
す

る
こ
と
が
出
来
る

｡

乙
の
方
面
の
研
究
は
複
難
攻
形
態
を
有
す
る
北
ド
イ
ツ
の
氷
堆
石
湖
で
古
-
か
ら
行
は
れ
.
特
に
水
瓶
に
つ
い
て

は

U
le
(1893)･
fl
albfass
(19Ol)
の
研
究
が
あ
っ
た
｡
し
か
も
特
は
そ
の
茸
婁
性
を
離
め
ら
れ
た
の
は
坤
化
撃
的

及
産
物
撃
的
方
面
が
開
拓
ruれ
る
や
う
に
在
っ
て
か
ら
で
'
就
中

T
h
ien
e
m

a
n
n

(
19
18,
19
25
･
1
9
28

9･b)
は
北
ド
イ

ツ
平
原
の
湖
沼
特
に

F
etdberg
湖
群

(B
reit
erL
ucin
非
他
)

Schaalsee､
D
rat
zig
see
に
於
で
溶
解
性
酸
素
湖
底



鎮
物
従
っ
て
湖
沼
概
式
が
各
湖
盆
に
ょ
-
輿

-
特
は
入
江
で
は
富
薯
菱
化
の
種
皮
が
進
ん
で
ゐ
-る
乙
と
h
t指
摘
し
tJ.

ゐ
る
0
乙
の
外

W
e
restsch
a
gin
(1924)
は
ロ
シ
ア
の
湖
で
t

W
elch
(1927)
は

ミ

シ
ガ
ン
州
の

I)ou
g
la
S
湖
で

同
政
の
観
察
を
し
て
ゐ
る
｡

我
団
に
は
氷
堆
石
湖
が
殆
A
ど
な
く
'
氷
河
で
被
は
れ

でゐ
た
地
方
の
如
-
複
離
し
た
湖
盆
を
有
L
を

い
が
､
火

･;
地
方
に
は
噴
火
に
ょ
る
堰
止
湖
に
多
少
こ
れ
に
近
い
も
の
が
あ
る
｡
田
中
子
爵

(191
5)は
育
-
日
光
菅
沼
に
於
で

各
湖
盆
の
水
色
が
異
る
こ
と
を
指
摘
ru
れ
花
の
が
乙
の
方
面
で
の
第

1
撃
で
あ
ら
う
｡
其
後
輩
倒
技
師

(1922)
は
渡

島
大
沼
小
沼
で
各
小
湖
盆
の
測
定
を
行
っ
た
｡
就
中
故
鑑
の
研
究
に
よ
る
と

1
暦
興
味
あ
る
革
質
が
磯
風
さ
れ
る
や

う
Û.な
っ
た
｡

著
者

(缶
聖
929)
は
鳥
取
膳
多
蛤
ケ
池
に
於
で
主
及
副
潮
盆
は
於
で
水
温

02の
状
態
が
興
る
こ
と
を

散
見
L
t
宮
地
捌
撃
士

()930)
は
日
光
の
菅
沼
.

大
尻
沼
に
於
で
B
は
勿
論
湖
底
生
物
特
は

掃
蚊
の
種
板
が
本
及

副
湖
盆
で
興
る
rJ
と
を
記
載
さ
れ
た
｡

rJ
れ
ほ
よ
っ
て

T
h
ie
nem
ann
の
主
艦
も
日
本
に
於
三
選
蕃

さ
れ
た
評
で

あ
る
0

私
は
其
磯
我
閲
の
今
ま
で
健
側
さ
れ
た
湖
沼
の
形
態
を
通
蟹
す
る
の
ほ
か
在
-
の
深
さ
を
有
す
る
副
瑚
盆
h
=J有
す

る
も
の
と
し
で
は
残
る
朗
盤
梯
山
北
麓
の
檎
原
湖
及
秋
元
湖
の
み
で
あ
る
こ
と
を
知
-
､
rJ
れ
ら
の
湖
沼
か
j
巡
検
し

た
次
窮
で
あ
る
｡

柵
原
湖
p
小
野
川
湖
､
秋
元
湖
(菅
斐
湖
)
は
周
知
の
如
-
明
治
二

一
年
雅
梯
山
懐
教
の
際
奔
下
す
る
泥
流
に
ょ
-
堰

塞
さ
れ
て
湛
水
し
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
湖
沼
撃
的
研
究
は
田
中
子
爵

(1903,
1913)
は
よ
っ
て
な
ru
れ
た
｡
次
は
秋

元
湖
の
潮
盆
形
態
を
掲
げ
る
｡

耐
蝕
蝦
秋
元
湖
中
の
甜
湖
盆
に
於
け
る
水
油
及
溶
仰
性
髄
索
含
発
泡
報

塁

!

一
7



地

球

封

苅

2
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k
m
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望
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3.

約
十
川
谷

節
玉
髄

書

冨

山二

帯
薄
謝
掃

iT
l

慮
第
持

7
2
5
m

.

軸
汁
請
拘

33.5m
.

7tA慨 は背教の蹄測 したるものを一部田中千mの深
度 胤l=より補ったもので趣めて大館 を示す

i

3.4m
.

し

か
し
現
在
で
は
大
正
六
年
-
八
年
の
東
京
電
燈
骨
配
に
ょ

る
堰
堤
の
建
造
は
よ
ら
水
位
が
六
光
正
-
上
昇
し
た
の
で
面
積

が
増
大
す
る
と
共
に
且
rJ
机
ま
で
猫
立
し
て
ゐ
た
二
'
三
の
小

池
を
併
合
し
た
｡

一
方
乙
の
地
方
は
閣
凪
弧
-
湖
岸
は
潜
し
-

波
浪
に
よ
-
侵
蝕
ru
れ
湖
岸
の
形
や
洗
虚
根
そ
の
馬
に
童
じ
て

ゐ
る
と
;
･3
は
れ
る
が
p
詳
細
は
不
明
で
あ
る
｡
次
に
そ
の
間
を

潤
げ
る

(
筋

一
間
)
但
し
rJ
れ
ほ
は
堰
堤
鍵
設
後
の
状
態
を
考

慮
し
て
あ
る
｡

翻
盆
形
態
に
つ
い
て
略
述
す
る
と
泥
流
は
大
倉
川
及
中
津
川

の
合
流
釦
の
下
流
で
堰
止
め
た
の
で
そ
の
上
流
部
の
批
年
的
ほ

開
析
さ
れ
た
谷
は
浸
水
し
て
所
謂
溺
れ
谷
の
免
税
を
珪
じ
､
特

に
堤
防
建
設
後
ほ
は
山
脚
水
中
は
摸
し
小
出
入
極
-
夜
-
､
入

江
の
主
を
も
の
は
酉
北
岸
に
あ
わ
､
中
津
川
､
伊
出
'
水
上
'

寺
株
､
胡
桃
樺
等
で
'
就
中
始
の
も
の
が
敢
大
で
あ
る
.
寺
浬

胡
桃
樺
は
以
前
は
猶
立
し
た
小
甘
で
あ
っ
た
の
が
､
堤
防
建
造



後
湖
と
合
し
た
も
の
で
あ
る
0
椅
湖
中
に
は
数
個
の
島
が
あ
-
あ
る
も
の
は
注
水
L
t
あ
る
も
の
は
放
浪
に
よ
-
班

壊
ru
れ
た
が
今
荷
放
鳥
,
師
隼
島
等
が
残
っ
て
ゐ
る
O
岸
は
晶

が
せ
ま
っ
て
ゐ
V
.
曹

梓
は
放
蝕
に
よ
っ
で
数
米

の
崖
と
在
-1
白
-
露
出
し
風
致
を
審
し
て
ゐ
る
0
荷
各
入
江
の
奥
に
は
何
れ
も
四
周
の
山
か
ら
の
襟
が
潟
下
し
て
ゐ

る
0性

比
は
主
潮
盆
は
中
津
川
以
西
は

一
〇
来
内
外
で
あ
る
が
､
以
東
は
慌
-
白
布
山
-
葛
峰
の
間
に
三
二
氷
晶

っ

た
｡
入
江
の
申
中
津
川
以
東
の
79
の
は
普
通
の
溺
れ
谷
で
あ
る
が
､
以
西
の
も
の
は
多
-
は
そ
の
奥
は
泥
流
に
ょ
♭

拙
め
威
さ
れ
て
反
っ
て
入
日
よ
-
7品

い
○
正
確
を
深
度
は
不
明
で
あ
る
が
.
次
に
そ
の
太
閤
を
掲
げ
る
｡

次
に
各
湖
盆
で
昭
和
五
年
八
月

一
〇
日

湖

先

名

殺

伐

入

口

湖
鶴
以
下

の
別

湖
銃
の
探
庇

胡 水 奇 襲 l;Ⅰ仰 中 大

桃 那 初,一 津 倉

川
(先
制

盆
)

HET:i･
.er=ri上洞門

三
二
米

二
八

二弓一
八

一
八

..
二
､

先

一
〇八

1
五
米

.L
五

一
二
'
五

1
1
'
八

三五

一
三
米

]'｣ノ五､

五

六
､
二

九
､
五

五

〇
､

五

七
､
五

抑
粍
帖
秋
･北
湖
中
の
静
槻
盆
に
於
け
る
水

氾
及弥
鮒
性
倣
琴
首
親
機
組

観
測
し
た
結
果

を
掲
げ
る
｡
測
温
に
は

Negr
e
t
ti
&

Z
a

m
bra
就
製
の
斯
倒
悪
陵

計
を
用
ひ
ね
｡
補
助
袈
陵
計
に
よ
る
補
正

値
は
次
の
材
料
に
は
ほ
ど

こ
し
て
覆

い
が

最
大
の
場
合
と
経
も

1
0
:1｡C
で
あ
る
.

本
湖
盆
の
状
態
を
見
る
と
を
の
僅
闇
水

源
は
著
し
-
漉
-

(若

の
是

湖
覧

季

水
汎

米
(叶
誓
92甚

順
)
三

〇
米
暦
に
於
で
は
檎

原
瑚
と
共
に
質
に
我
囲
温
帯
湖
中
第

l
位

き

三

二
二



棚 改 名 0--I5 10 15 17 20 25 30 31.5 主を

拙

揺

24.517.9 16814.8 13.4510.4 9.6 9.2 915 2.1

24.917.4516.914.65ll.25 8.05 6.9 6.65(27.6")2･0

24.417､7 16.814.0 - 9.2 (19.6日1) 2.1

23817.8 16･714.3513,6(17.5T)I)

23.717.8516.6 9.4 8.8

26･217･75 914 8.5(12･5".)

25.417.8 14.8〔9t】')

25,814,7 ll.7(7.5m)

川

川

川

搾

搾

曙

上

梓

舟

津

布

研

桃

大

中

仰

自

奨

寺

水

耕

漆は透明庶 (rL-T色紅雄二五cmの脚枚による)

第
十
四
番

第
五
幼

W
TT

7朗

1
-因

は
位
す
る
｡
雌
暦
は
挽
-

一
四
-
二
〇
米
に
あ
-
飛
躍
率
は

1
米
ほ

っ
き
1
p
五
度
以
下
で
あ
る
｡
こ
れ
亦
我
閲
の
池
昔
湖
と
し
て
は
稀
に

見
る
朗
で
あ
る
｡
そ
の
外
三
-
立
米
は
第
二
次
､

OI
一
光
は
第
三
次

躍
健
が
あ
-
p
乙
の
飛
躍
肇
は
和
犬
で
あ
る
｡
要
す
る
に
本
湖
は
檎
原

湖
､小
野
川
湖
及
び
富
士
山
龍
の
河
口
湖
.
山
中
湖
と
北
ハほ
強
風
に
曝

さ
れ
る
横
平
を
湖
で
我
問
の
山
中
の
や
う
に
風
の
弱
い
朗
で
は
稀
を

標
式
で
著
者
の
所
謂
第
三
聴
式
の
典
型
的
の
も
の
で
あ
る
妄
想
92
9)

攻
に
副
湖
盆
と
比
較
す
る
と
普
通
の
入
江
で
は
常
に
本
棚
盆
の
同

寺 棒 大 有 川

m 26.2 0･I 24.5

17.75 -1 22.9
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粍
度
と
同
渦
の
箸
で
あ
る
の
は
乙
/
で
は
白
布
樺
の
外
は
盆
-
興

っ
て
ゐ
る
｡
即
ち

本
人
江
の
木
湖
盆
と
の
湖
繊
以
下
の
水
暦
に
放

ては
丁
度
乙
fJ
か
ら
水
温
傾
度
槍
加
し
､
従
つ
/し
深
骨
に
於
で
は

同
深
度
の
本
湖
盆
よ
-
は
勿
論
泡
か
ほ
保

い
本
湖
盆
の
探
底
よ
-
も
低
温
の
も
の
が
あ
る
.
最
79
低
狐
は
中
津
川
二

七
来
下
の
六

二
ハ
正
圧
で
本
潮
盆
よ
-
賓
に
二

･
五
度
冷

い
｡

本
湖
盆
と
寺
韓
と
を
比
較
す
る
と
'

一
二

｡
玉
来
で
は
寺
喋
の
方
が
冷

い
乙
と
賓
に
七

･
九
皮
で
'
寺
樺
で
は
ま
躍
圏
と
二
次
躍
轡
は
融
著
し
､
且
を

の
飛
躍
率
は
大

き
い
｡

(
し
か
し
一米
に
ニ
'
大
政
の
飛

肺
と跡
も
背
迫
の
小
形
棚
田
で
は
飴
リ
大
き
い
伯
で
は
な
い
)

乙
の
原
因
に
つ
い
て
は
骨

て

U
te
(18900)
は
プ
レ
ン
湖
の
研
究
で
濁
水
で
あ
る
と
云
っ
た
fJ
と
7g
あ
る

が
'

そ

の
晃
因
は
授
動
の
太
さ
の
差
に
基
-
偽
で
あ
る
乙
と
は
疑
以
な

い
｡
元
来
湖
水
洗
暦
の
受
動
は
童
と
し
て
擾
動
の
結

果
で
あ
る
が
'
擾
動
は
よ
っ
て
熱
を
膝

へ
る
速
さ
｡
即
ち
渦
動
侍
導
率

〃
は
β
を
水
組
｡

tqを
院
庄

.
七
を
時
間
と

す
れ
ば
､

･
山
中

-

王

牛

(
p
-
裏

十
)

間
胎
脂
軍
拡
湖
中
の
静
湖
盆
に
於
け
る
水
況
淡
路
脚
性
徴
素
食
党
派

報

書

記

一
五



S
tJ

f･;小

那
十
四
番

ノヽ

で
典

へ
ら
れ
p
そ
れ
は
湖
ほ
よ
り
父
そ
の
時
々
の
状
態
に
ょ
-

.1
定
し
/L
ゐ
を

い
｡
し
か
し
秋
元
湖
の
如
-
弧

い
西
風
の
吹
く

湖
で
は
か
な
-
大

き
い
値
を
有
す
る
ら
し

い
｡
こ
れ
に
反
し
入

江
は
南
北
に
走

｡
西
風
の
影
響
は
少
-
p
又
湖
盆
が
小

さ
い
の

で
潜
る
し

い
渦
動
を
塵
ぜ
ず
受
勲
は
少

小
管
で
あ
る
｡
し
か
し

湖
嶺
よ
-
上
部
は
主
潮
盆
の
水
と
容
易
は
浪
合
す
る
か
ら
乙
れ

と
同
じ
で
'
そ
,trJf
以
深
だ
け
が
異
っ
て
ゐ
る
｡

各
入
江
で
透
明
庇
を
測
っ
た
が
､
洪
水
後
で
あ
っ
た
の
で
各

所
北
ハ同
様
で
あ
っ
た
｡

水
素
イ
オ
ン
濃
度
及
溶
解
性
酸
素

描

は

出
･
T
･
P

を

指

示
薬
と
L
tで
比
色
法
で
観
測
し
溶
解
性
酸
素
は

W
inkter

法

に
よ
っ
て
摘
足
し
た
｡
次
に
そ
の
結
英
を
掲
げ
る
｡

p王Ⅰ.

･WyJ 盆 名 0" 5 10 15 17 20 25 30 31.5

大 倉 川 66 6.4 6.4 6･4 6,1 6･1 6.1 6･1

中 津 川 6･5 6･5 6･2 6･2 6,1 6･1 6.1(27.5m)

仰 山 6.5 6.4 63 6.3 6.1(19.5■-t)

白 布 描 6･6 6.4 6A 62 6.0(17･5m)

軸 研 搾 6.6 6.5 6.1 61 6.1

寺 拷 6.5 6.2 6.2 6･25(12.5---)

水 上 6.5 6.3 6.1 (9日)

胡 桃 tiTl買 6･5 6.1 6.5(7.5---)

寺 滞 7m : 60 8M:6.1 11川 :6.2 胡 桃 滞 3m :6.2



溶解性酸素 C.C./1.

湖 虎 猫 0･一･ 5 10 15 17 20 25 30 31･5

両
島
肘
準

I.<
抑
中
の
繍
湖
盆
に
於
け
る
水
甑
及
鮮
僻
快
酸
素
曾
覚
碓
報

-ヒ

大 倉 川 5A5 5･39 5.39 5.07 5･11 4･98 5･34 4.94 4,53

中 紳 川 5.28 5.23 5･18 4･73 4168 3･48(27･61n)

伊 川 6.40 5.28 5.02 4.00(19.5tlJ)

白 布 伴 5.37 5.18 4.19 3.64(17･6m)

鵡 那 碓 5･18 498 0.00 000

寺 樺 5.06 4.85 029 0.00(125■-1)

水 上 5.13 347(9-ll)

胡 桃 縛 4,04 0.54 0･00(7･511-)

(3.71)

寺 子31r! 7日:2.02C.C. 8m : 096 11m･:0.18

同 飽和度 O,'o Birge-Juday(1911)の胤 ゲた窓に より親政の渦両校

正 をほ どこした ものO

湖 魚 名 OIt1 5 10 15 17 20 25 30 31.5

大 倉 川 102 90 88 79 77 71 74 68 62

中 枠 川 100 86 81 64 61 45 (27.5m)

伊 Ltl lO1 86 77 55(19.5-n)

白 布 搾 100 84 65 55(17.5m)

貼 附 伴 96 81 0
寺 紐 98 81 4 0 (1215-一つ

水 上 85 54 (9111)

iVJ 桃 iI:ぎ王 67(3Lll)8 0 (7･5-ll)

寺 躍 71--:32% 8-ll:14,% 11-ll:2%

本
湖
域
は
於

で
は
上
下
共

錫
酸
性
で
就

中
深
層
で
は

我
国
の
湖
と

し
て
は
割
合

酸
性
が
強

5,

酸
素
は
上
層

で
は
飽
和
し

て
み
る
が
中

衛
か
ら
次
第

に
減
じ
底
暦

で
は
六
二
%

で
あ
る
｡
中

層
に
0
.の
最

大
が
な

い
乙

と
｡
底
成
層



地

線

第
十
四
粋

筋
五
班

等

六

-一
八

を

敏
-
乙
と
は
パ
ル
チ
ッ
ク
沿
岸
の
湖
に
似
て
凪
弱
5,川
津
LJ>
あ
る
我
周
の
他
の
湖
と
は
多
少
異
っ
て
ゐ
る
｡

各
副
湖
盆
を
比
較
す
る
と
何
れ
も
太
腹
錫
酸
性
で
殊
に
上
層
は
本
欄
盆
と
鼻
-
が
覆

い
｡
操
底
に
放
て
は
本
湖
盆

よ
-
多
少
酸
性
が
潤

い
｡
特
記
す
べ
き
は
d
lを
敏
-
寺
喋
へ
胡
桃
樺
で
は
宮
地
排
撃
士
(
1
9
2

9
)

の
注
意
さ
れ
た
や
う

に
cS.の
夜
-
な
る
暦
の
直
上
･U-
pH
の
最
小
が
見
ら
れ
る
｡軸
研
輝
で
も
観
測
を
繊
ほ
し
た
ら
磯
風
し
符
た
で
あ
ら
う
0

0
.に
は
特
は
著
る
し

い
差
異
が
溜
め
ら
れ
る
｡
即
ち

各
人
江
の
潮
崩
以
下
の
暦
で
は
潜
る
し
-
本
湖
盆
よ
-
C
S.少
-
底
成
層
は
よ
-
艦
達
し
p
桁
々
泥
-
窪
ん
だ
小
潮

盆
で
は
d
lは
金
-
O
で
あ
る
｡

こ
れ
は

T
hienem
ann
教
授

(193･5･
1928)
の
塘
見
し
た
所
で
あ
っ
て
教
授
は
入
江
は
本
湖
盆
よ
-
進
ん
だ
富
督

養
化
の
階
級
に
あ
る
と
述
べ

てゐ
る
｡
し
か
し
私
の
考

へ
る
所
で
は
C5毒

浬
底

(純
水
暦
に
非
ず
)
で
の
含
量

(仙
境
動
物

は
こ
れ
に
ょ
つ
て
交
配
さ
れ
る
)
は
厳
密
に
湖
の
督
番
畳
と
比
例
す
る
79
の
で
NT･6-
､
只
普
通
車
行
路
係
が
見
ら
れ
る
だ
け

で
あ
る
.
即
ち
富
僚
養
化
の
帯
皮
が
進
む
乙
と
は
ょ
っ
て
湖
底
の
泥
土
や
保
水
暦
中
を
浮
漂
す
る
腐
敬
物
質
畳
が
槍

加
し
て
保
水
層
の
d
lを
滑
耗
す
る
乙
と
は
確
か
で
あ
る
が
､
探
底
部
の
d
lが
ど
の
位
は
減
少
す
る
か
は
深
水
膚
の
確

執
の
帯
皮
と
注
水
暦
の
容
畳
と
は
ょ
っ
て
足
せ
る
｡
今
C
｡を
始
め
の
保
水
暦
の
平
均
の
d
l骨
盤
t

c
を
七
時
筏
の
平

均
含
量
と
す
れ
ば
､

C

I
C0
-
0-t
,

乙
J
に
k
は
湖
の
僚
養

度
E
及
深
水
圏
下
底
の
湖
底
面
積
A
に
比
例
し
.
汲
水
静
索
梢
に
反
比
例
す
る
畳
で
あ
る



a

c
<

弔
･-

a

=
-

雪
k
E

A

な
ん
と
在
れ
ば
湖
の
貸
菱
鹿
が
噂
す
と
腐
敗
質
農
が
増
し
て
d
.を
滑
蟹
す
る
｡
又
a
.の
滑
費
は

A
tsterbe
r
g
(192
2
･

1927)
の
云
チ
ャ
う
に
d
tの
滑
粕
は
主
と
し

て湖
底
の
泥
土
に
ょ
る
か
ら
､
湖
底
面
積
が
班

い
群
d
.の
消
耗
が
早

い
｡

容
積
が
大

き
い
と
d
.を
減
少
す
る
乙
と
は
少

い
か
ら
こ
れ
と
は
反
比
例
す
る
.

故
に

C=
C
o
-

∵㌍

秋
元
湖
に
つ
き
見
る
と
本
欄
盆
及
副
湖
盆
正
対
す
る
夫
々
を

C
.
C
r;
E
,
E
r
;
A
､
A

､
;
V
,
V
r

と
す

れ
ば

同
じ

七
時
の
間
に
は

1

C
＼

E

-

吋

×
中
×中

等

量
の
減
少
は
中

は
違

例
す
る
が
同
時
に
車

中

に
-

例
す
告

で
あ
っ
義

賓

3

-,:

S

:

車

x

車

<

1

暇
に

E

=

E
､
と
し
で
も

C

Q

I

c∧
co･

･

c
J

障
符

C
V
･CT,'

耐
姑
朕
秋
元
湖
中

の
輪
湖
余
に
於
け
る
水
氾
及
縮
僻
性
舵
請
合
先
鞭
報

T

.三,九

Ti
:f



IL-.

L･iiJT

:.̂T
十
川
輔

節

五

郎

詩

0

と
し
で
o
rの
差
を
説
明
す
る
FJ
と
も
班
釆
る
｡

叉
滞
底
の
含
量
uG
は
擾
動
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
｡
渦
動
偉
導
率
を

〃
と
す
れ
ば
'

c
p,

-

c
o

I

･-
佃

-
i
.

＼ゝ

も
し
も
極
鵜
を
場
合
を
考

へ
る
と
t

JJ
I

0
,

C
n
=

0
,
[1
-

1,

CBI
C
o
I
a-t
=

C
.

c
B
I

C
｡
･
k

準
t

従

っ
て

一
層
複
郷
を
踊
係
と
な
っ
て
ゐ
る
｡

入
江
や
小
潮
盆
の
如
-
水
弧
躍
圏
と
泥
底
と
が
偶
飲
二

致
し
窮
直
安
定
度
が
大

き
い
時
に
は

〃
は
小
で
あ
る
か
ら

C
ii
.
-
0
と
な
-
p
秋
元
湖
本
欄
域
の
如
-
〃
が
大

FJけ
れ
ば

Cp,∬
C
と
在
る
｡

即
ち
何
れ
に
し
て
も
cS･の
差
は
富
菅
養
化
の
稗
庇
に
差
が
な

仁
で
も
湖
盆
形
撃

こ
れ
篭

hienemann主
管

て
ゐ
る
)

及
稼
動
率
に
ょ
つ
て
も
説
明
さ
れ
る
の
で
乙
の
郡
で
も
数
貴
的
研
究
は
茸
姿
で
あ
る
｡
秋
元
湖
で
は
入
江
の
詳
細
夜

湖
盆
形
態
と
渦
動
憧
導
率
と
が
不
明
で
あ
る
か
ら
詳
細
を
計
算
は
他
の
湖
に
譲
与
rJ
l
に

1
見
誤
解

さ
れ
易

い
と
息

は
れ
る
事
項
に
つ
い
て
試
論
し
た
次
筋
で
あ
る
.

翻
湖
底
動
物
は
o
Iに
支
配
さ
れ
る
か
ら
､
そ
れ
に
よ
っ
て
湖
の
僚
毛
皮
を
吟
味
す
る
時
に
は
任
意
を
要
す
る
｡例

へ

ば

C
o
Ttthra
(犀
蚊
O
接
明
な
ポ
ー
フ

ラ
で
盤
は
泥
中
に
僻
み
夜
に
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
な
っ
て
上
Lb
に
昇
る
｡)
幼
虫
の
如
-
d
lの
な

い
桝

に
棲
息
す
る
も
の
が
基

づ

でゐ
て
も
必
ず
し
も
湖
が
富
督
番
潮
で
あ
る
と
は
限
ら
な

い
｡
C
h

iTOn
Om
uS
p
tu
m
OSu
S

の
如
-
異
の
僚
番
鹿
を
衷
は
す
と
恩
は
れ
る
も
の
の
庄
態
で
分
梅
し
な
け
れ
ば
な
ら
を

い
｡

fJの
鮎
で
私
は
別
の
見



地
か
ら
到
達
し
わ

L
u
n
d
b
e
ck
(1926)
の
意
見
と
大
腰
結
果
は
倉
敷
す
る
は
至
つ
ね
｡

揺
動
の
結
果
は
操
瀞
水
温
を
増
加
さ
せ
同
時
に
O｡噛
加
を
ru
せ
る
｡
今
各
湖
盆
の
湖
底
の
水
弧
と
C5■と
を
本
澗
盆

の
同
泥
度
と
此
校
す
る
と
､
次
表
の
如
t
fJ
あ
っ
て
多
少
の
例
外
は
あ
る
が
p

永
池
が
本
湖
盆
よ
-
低

い
副
湖
盆
碍
d
-骨
盤
が
少
-
p
同
甑
に
近
い
も
の
は
O
.･S
大
磯
等
し

い
.

17

16

11

25

66

46

ノ05

11
05

00

08

21

88

47

27

41

07

11

39

54

37

舶

10

12

26

92

40

85

3

0

0

0

0

0

1

0

0
0

1

0

0

0

1

nU

0

lb

5

0

0

3

4

E
U

5

0

1

1

4

5

5

5

5

5

5

霊

｡
･
I

｡
･
1

-
･
3

-
･
7

-
･
7

霊

｡8

1
･
4

｡
･
7

m

｡
･
5

｡
･
6

｡
･
8

｡
一
2

崇

-
･
7

｡
･
1

崇

-
･
4

崇

-
･
2

-
･
6

㍍

-

T

J

I

T

11

5

tI1

5

=

5

n

△

ひ

10

15

20

が

27
一

0

10

15

は

a

10

H

17
.

ひ

10

15

17

沖

初

T

=

.
･!

1;
-
･･〓
････..
･.
t
･
.
･
･
J
L
･･･/
〓
-
.
･･ 由H

耐
枯
脱
秋
光
軸
.-1
の
綿
湖
盆
に
於
け
る
水
氾
及
縮
脈

仲
間
韓
骨
鋸

確
報

5

0

5

7

8

0

1

m

9

3

5

7

1

1

5

三
聖

二



7 8 O JAで-1 0ま と 3 4 5

第
十
四
懲

約
五
淡

聖

二
こ

こ
乙
の
関
係
は

一
次
脚
線
か
僅
か
に
轡
曲
し
空

宗

曲
線
で
表
は

さ
れ
る
｡
(

第
二
間
)

私
は

Thienem
ann
(1
9
2

8)
の
材
料
に
よ
-
北
ド
イ
ツ
の

Sc
h
a
.

a

ls
ee,
D
rat

z
i
g

s

e
e

で
同
様
の
計
算
を
行
つ
ね
が
'
そ
の
結
果
は
,J

Î
で

は
省
略
す
る
が
や
は
-
類
似
の
結
果
が
稗
ら
れ
吋Q
O

即
ち
こ
の
結
論
は
､
水
温
が
低

い
程
機
動
が
苦
る
し
く
な
く
,
従

っ

て同
じ
督
養
皮
の
湖
は
於

ても
か
J
る
･J･-の
は
洗
水
圏
の
腐
敗
水

が
衷
水
圏
の
C5.の
多

い
水
と
混
合
せ
ず
'
従
っ
て
洗
水
圏
の
C
貰

畳

は
擾
動
の
甚
し

い
湖
に
比
し
少

い
省
だ
と
云
ふ
像
憩
と
杏
致
し
て
ゐ

る
｡
以
で
稼
動
の
蚤
婁
ru
を
艶
め
程
る
乙
と
と
吊
心
ふ
｡

湖
底
隼
物
は
つ
い
て
は
今
裳
は
何
等
調
査
し
な
か
っ
た
が
'
そ
の

分
布
は
興
味
あ
る
も
の
あ
る
ら
し

い
｡
只
寺
韓
で
は
搾
酵
産
物
中
に

C
o
rethra
が
ゐ
ね
か
ら
.
そ
の
部
の
湖
底
に
は

C
orethTaが
多
か

る
べ
上

本
御
璽

帯
の
恐
-
C
h
ir
on
om
uS
の
棲
息
す
る
所
と
着
る
し
い
対
照
を
な
す
も
の
と
恩
は
れ
る
0

(
昭
利
五
､
九

t
i
二

流
大
地
珊
壊
故
事
L,.て
)

醸

･油,･

jc

発

酵
輩

.C
･即
か
言

粋

望

ua
o,
単
相
撃

,･潮
望

u
El
-

l
12

-

d
♂
･k
洪
511
E遠

雷

a
o

空

l
t諒

革
叫
oD
雪

目
ゆ
貨
幣



せ
る

こ
と

と
す

る
C,

伶
秋

元
湖

の
み

に
関

す
る

即
l]子

侍
の

文
献

も
こ

でゝ
は

割
愛

す
る
O

宮
地
停
三

郎
1930

･
日
光

火
山
愛

語
湖

に
於

け
る
湖

底
生

物
相

の
蚤

達
と
そ

の
深

厚
の

湖
底

生
物

非
棲

息
地
帯

フ大
童

折
究
誌
25番

148
-
16
8.

吉
村

信
書

19
:9.

烏
二晩

県
多
捻

ケ
他

の
湖

沼
学

的
漁

家
g
T.究

-
地

韓
畢

評
論

5番
9
S1-

984･

-
19
30

･
散

文
の
部

参
照

o

T
h
ien

e
m
an

n
,

A
･
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M
y
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r
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･
Z
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･
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M
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h
.

u
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O
k
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a
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T
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e.
B
d
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･
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D
ie

B
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n
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g
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M
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D
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w
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S
tlユttg

ar
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D
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S
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erstoff
im

eu
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h
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S
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B
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･
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R
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M
y
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P
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a
茂
n
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P
a
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q
u
a
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